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Ⅰ新技術の解説

１要旨

遊休桑園は、桑枝の伐採、管理放牧、表土処理及びマクロシードペレット播種の一連の作業により草
地化できる。更に簡易電気牧柵支柱を用いた電気牧柵利用により放牧地として利用できる。造成コスト
は約11～13万円/10aであり、標準的な桑園跡地放牧地造成コスト（約18万円）に比べ低コストである。
黒毛和種繁殖牛の輪換放牧では年間約240日間の放牧が可能であり、飼養コストは舎飼（約11万円）
に比べ１頭あたり約５万円削減され、労働時間は舎飼（年間101時間）の半分以下となる。

２期待される効果

(1) 黒毛和種の放牧利用促進、繁殖農家の収益性改善と規模拡大が可能となる。

(2) 遊休桑園の効率的利用が可能となる。

(3) 肥育素牛に望まれる生体機能に優れた素牛の育成が可能となる。

(4) 冬期飼料の確保が軽減される。

(5) 農繁期の労力緩和が可能となる。

３適用範囲

中山間地域等（中通り地域、阿武隈北西部、同北東部）

４普及上の留意点

(1) 牧草播種において緩効性固形肥料を用いたマクロシードペレットを使用するため、翌年の放牧利用
時に追肥の必要はない。

(2) 桑樹の刈取り、運搬、集積作業は桑の生育期に行うと多労であるため、落葉期に行い軽労化す
る。

(3) 放牧利用時に重放牧（約700CD/ha）することで、多年性雑草を抑制する効果がある。

(4)
放牧前には放牧予定牛を電気牧柵及び舎外の環境に馴致させる。また、必ず複数頭での放牧を
行う。

(5) 放牧開始の目安は、牧草の草丈が20cm以上であり、転牧は草の生長が著しい春先は２日に１回、
夏以降は１週間に１回の頻度で行う。

(6) 飲水の確保は近隣に水源がない場合、天水施設を設置し雨水を利用する。

Ⅱ具体的データ等



Ⅲその他
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